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主  題：世の光である御子イエス 

聖書箇所：ヨハネの福音書 ８章１２節  

 

この朝見ていきたいのは、ヨハネの福音書８：１２－２０です。特にきょうは１２節を中心に考えて

みたいと思います。そして皆さんに一つ大切な質問です。このヨハネの福音書が書かれた目的はいった

い何だったでしょう。どこにその目的が記されていたでしょう。覚えていますか？それはヨハネ２０：

３１でした。そこを見ていただくと、なぜこの書が書かれたのかが記されています。「しかし、これらの

ことが書かれたのは、イエスが神の子キリストであることを、あなたがたが信じるため、また、あなたがたが信

じて、イエスの御名によっていのちを得るためである。」とあります。書かれた目的は、私たちがイエス様こ

そ神の御子キリストであると信じ、そしてこの方によって永遠のいのちを得るためでした。この書は単

なる昔話ではなく、何か今の生活に役立つような知恵を与えてくれるものでもありません。私たちにと

って最も必要な救い、私たちの永遠に結びつく希望について、この書は教えてくれるのです。救い主で

あるイエス様のすばらしさをひとりひとりが知って、信じ受け入れ、この方を愛する者としていつまで

もともに歩み続けていく。その最高の喜びを伝えるためにこの書は記されたのです。それゆえに、この

書を開いてみれば、初めから終わりまでイエス様の姿であふれていることを私たちは目にします。その

力あるみわざも、この方がまことの神様であるということを証明し、あわれみに満ちていることばも、

この方こそが約束の救い主なのだということを明らかにしていました。文字どおり記されているすべて

の出来事が救いの希望をもたらす唯一の存在、イエス様の姿へとつながっていたのです。 

そしてそれは今回、私たちが見る箇所でも同じです。イエス様はご自分のことを隠しはしませんでし

た。イエス様は人々の前でご自分が何者であるかということを大胆に示されました。そして今回の箇所

にも今の私たちにとって大きな励ましとなる、大きな希望となる御子イエス・キリストの姿を見て取る

ことができます。どんな姿だったのか――。今朝はじっくりと一緒に目を留めてみましょう。 

ヨハネ８：１２－２０ 

「:12 イエスはまた彼らに語って言われた。「わたしは、世の光です。わたしに従う者は、決してやみの中を

歩むことがなく、いのちの光を持つのです。」:13 そこでパリサイ人はイエスに言った。「あなたは自分の

ことを自分で証言しています。だから、あなたの証言は真実ではありません。」:14 イエスは答えて、彼ら

に言われた。「もしこのわたしが自分のことを証言するなら、その証言は真実です。わたしは、わたしがど

こから来たか、また、どこへ行くかを知っているからです。しかしあなたがたは、わたしがどこから来たの

か、またどこへ行くのか知りません。:15 あなたがたは肉によってさばきます。わたしはだれをもさばきま

せん。:16 しかし、もしわたしがさばくなら、そのさばきは正しいのです。なぜなら、わたしひとりではな

く、わたしとわたしを遣わした方とがさばくのだからです。:17 あなたがたの律法にも、ふたりの証言は真

実であると書かれています。:18 わたしが自分の証人であり、また、わたしを遣わした父が、わたしについ

てあかしされます。」:19 すると、彼らはイエスに言った。「あなたの父はどこにいるのですか。」イエス

は答えられた。「あなたがたは、わたしをも、わたしの父をも知りません。もし、あなたがたがわたしを知

っていたなら、わたしの父をも知っていたでしょう。」:20 イエスは宮で教えられたとき、献金箱のある所

でこのことを話された。しかし、だれもイエスを捕らえなかった。イエスの時がまだ来ていなかったからで

ある。」 

１．「わたしは世の光です」の場面背景 

さて、私たちはここに福音書全体で７回登場する「私は〇〇です」というイエス様の宣言の二つ目を見

て取ることができます。イエス様は「わたしは、世の光です。」と、はっきりと言っていました。簡潔なこ



とばでした。イエス様はいったいこのことばで何を伝えようとしたのでしょう。神の教師でもあるイエ

ス様は、突然ランダムなことを適当に口にすることはありませんでした。たとえ突拍子に思えたとして

も、いつもその場にふさわしい教えをなしていました。ではここでイエス様はご自分のどんな姿を明ら

かにしようとされたのでしょう。そのことを正しく理解するためには、この当時の場面背景を頭に入れ

ておくことが重要でした。１２節は、「イエスはまた彼らに語って言われた」、こんなことばで始まっていま

した。イエス様は直前の姦淫の罪を犯した女性に対して、「わたしは、世の光です。」と口にしたのではあ

りません。７：５３－８：１１のところには大きなカッコがついていました。つまり今回私たちが見よう

としているこの場面は、括弧に囲まれている物語の続きではなく、おそらくその前の７：５２に結びつい

ているのです。 

７章はどんな場面背景の下で起きた出来事だったでしょう。ヨハネ７：２はこんなことばで始まって

いました。「さて、仮庵の祭りというユダヤ人の祝いが近づいていた。」と。７章はユダヤ人の三大祭りの一つ

仮庵の祭りというものが催されていた場面でした。これと同じ場面にあって、イエス様は「わたしは、世

の光です。」と口にされたのです。私たちの記憶を呼び起こすために、改めてこの時の状況、この当時の

状況を思い浮かべてみてください。仮庵の祭りというのは、秋ごろに行われていた子どもから大人まで

毎年何万、何十万という人が集う大きな祭りでした。いろいろなところからやって来る人で、エルサレム

の町はごった返していました。また町は人だけではなく、仮りの住まいでもあふれ返っていました。見渡

してみれば、家の屋上や路地裏、広場など町のあらゆるところに枝や葉っぱで作った仮りの小屋が立ち

並び、そして祭りに集まった人たちはその小屋で寝泊まりしたのです。 

いったいどうしてこんなことをしていたのでしょう。それは、かつて神様がエジプトの地から自分た

ちのことを助け出してくださったこと、そしてその後４０年間荒野をさまよっていた時も、神様が食べ

物や水、また住まいを与えて忠実に守り続けてくれたことをイスラエルの民たちがいつまでも忘れない

ためでした。ですからこの祭りの最中、過去の神様のみわざを思い出して、人々はともに感謝を分かち合

っていました。子どもたちはどうして毎年こんなに小屋を建てるのですかと聞いたかもしれません。す

ると親たちは、それはね、神様がかつて示してくださった愛を忘れないためだよと優しく答えていたは

ずです。祭りの一週間は、まさにすべてのユダヤ人にとって喜びにあふれたものでした。喜びが続いてい

た祭りの中でも、その喜びがピークに達する瞬間が二つありました。一つはこの祭りの最中、町に集まっ

た人たちは毎朝神殿にやって来て、金の水差しを持った祭司の後に続いて、神殿から少し離れたところ

にあるシロアムの池に行進して行きました。祭司を先頭に立てて、その後に人々が何千、何万と続いたの

です。もちろんこの行進は、沈黙の中で行われていたものではありませんでした。彼らは神殿から池に行

く間も、池から神殿に戻る間にも口々に笛やラッパの音に合わせて大声で賛美していました。その道中、

人々は「ハレルヤ！」、「主に感謝せよ！」「主はまことに慈しみ深く、その恵みはとこしえまで」と叫ん

でいたのです。そうやって人々は大合唱の中を行進し、大合唱のまま神殿に戻って来ると、そこで祭司は

汲んで来た水差しを皆の前で高々と掲げました。そして祭りの最終日は、特に祭壇のまわりを７回ぐる

ぐるぐるぐると回ってから祭壇に水を注ぎました。なぜ祭壇のまわりを７回回ったのかと言うと、それ

は、イスラエルの民が荒野をさまよった後、足を踏み入れた約束の地で、城壁に囲まれたエリコの町を７

日間で７回回った結果、頑丈な城壁は崩れ落ちて、彼らはその町を手にすることになったからです。長く

続いた、大変だった荒野での旅は、それをもって終わりを迎えました。この出来事がイスラエルの民にと

って、神様こそが自分たちの救いの神なのだということを思い知るものであったからこそ、その過去を

思い出す祭りにあって、喜びのピークとなる最後の日にそのことを思い出す行為をしていたのです。そ

ういった水汲みの儀式が行われていたのです。そしてまさに人々の興奮が頂点に達し、祭司が水差しを

掲げて祭壇に注ごうとしたその瞬間、大きな声が聞こえてきました。「だれでも渇いているなら、わたしの

もとに来て飲みなさい。」（ヨハネ７：３７）と。まさにこれ以上ないタイミングでした。人々の関心が実際



の水に向いていたその時、彼らにとって本当に必要なものをご存じだったイエス様は立って、心の渇き

を潤すことのできる水、ご自身を与えようとしたのです。信じる者すべてに、いのちを与えることのでき

る水、それこそが救い主イエス・キリストでした。そういった水を象徴とする儀式がこの祭りの一つのピ

ークに達する瞬間でした。 

でもこれとは別に、喜びがピークに達する瞬間がありました。祭りの最中夕方になると、人々は神殿に

集まって来ました。神殿の中には最も多くの人たちが集まる婦人の庭という場所があり、その中央には

高さ約２０メートルほどの巨大な四つの燭台が備えられていました。レジメに一応イメージを載せたの

で見てください。わかりにくいかもしれませんが、四つの大きな塔が建っていました。ある記録によれ

ば、金の燭台のてっぺんの部分には６５リットルの油を入れられるような大きな鉢が置かれていたとあ

ります。そしてそれらの四つの燭台は祭りの初日になると、あたりが暗くなると火が灯されるのです。少

し前の話になりますけれども、５年前、東京オリンピックがあった時に、開会式で聖火が灯されていたそ

の光景も華やかな出来事でした。オリンピックがいよいよ始まると、多くの人が喜んだり、心を躍らせた

りしました。それと同じように、この時、神殿の中でも仮庵の祭りの始まりに伴い、火が灯されたのです。

大きなたいまつを持った若い祭司が現れて、そびえ立つ燭台にはしごで上まで登って行って、そしてそ

こにある油に火をつけたのです。その瞬間、一瞬にして火は燃え上がりました。そしてその炎が神殿全体

だけではなく、町の大部分をも照らすことになりました。想像できますか？四つの柱の上の火がぼうぼ

うと燃えていて、それが多くのまわりのものを照らしているのです。輝かしい、明るい光景がそこには広

がっていました。まさに壮大な光景が広がっていたのです。そして火がついた後の神殿は、喜びにあふれ

ました。 

ミシュナーというユダヤ人の歴史的文献の中に、この時の様子がこんなふうに描かれています。「敬虔

で善い行いに励む人々が、燃えるたいまつを手にその前で踊り、歌と賛美を捧げていた。また、数え切れ

ないほどのレビ人たちが、ハープ、竪琴、シンバル、ラッパ、その他様々な楽器を奏でていた。」と。目

の前で火は燃え上がり、明るくなり、そして人々の心も明るくなり、賛美を捧げ、踊りをし、皆で喜びを

分かち合っていました。そこにはたくさんの人がいたのです。輝かしい火を目の前にしながら、人々は神

様を賛美していました。でも何のために火を目の前にして賛美していたのでしょう。これもイスラエル

の人たちが覚えているためでした。エジプトを出て、荒野を旅していた時、神様は彼らに必要な食べ物や

水を与えただけではありません。神様は昼は雲の柱として、夜は暗やみを照らす火の柱として、彼らのこ

とを導かれていました。彼らにとって光というのはとても重要な意味で、特別な意味を持つものでした。

火を見る時に、彼らはいろいろなことを思い出したのです。 

▷“光”の持つ意味 

火はどんな意味を持っていたのか、幾つかのことが言えます。これは大切なことなので、ゆっくり考え

ましょう。 

１）光は栄光に満ちた神様の臨在を表すもの 

一つに、光というのはまず栄光に満ちた神様の臨在を表すものでした。出エジプト１３：２１－２２に

こんなふうに書いています。「:21 【主】は、昼は、途上の彼らを導くため、雲の柱の中に、夜は、彼らを照ら

すため、火の柱の中にいて、彼らの前を進まれた。彼らが昼も夜も進んで行くためであった。:22 昼はこの雲の柱、

夜はこの火の柱が民の前から離れなかった。」と。神様はイスラエルの民と常にともにいました。エジプトの

地から助け出す時だけそばにいたのではありません。荒野をさまよい続けた４０年間、昼も夜も変わら

ずに彼らのことを忠実に導かれていました。その間、聖く正しい神様はさまざまな罪を犯した民を厳し

くさばかれることはありました。それでも神様は最後まで彼らのことを見捨てずに、約束の地までそば

にずっと居続けたのです。光というものは、彼らにとって神様の臨在を思い出させるものでした。神様は

私たちとともにいてくださる。光は彼らにその約束を思い出させていたのです。 



２）光は力強い神様の守りを表すもの 

また二つ目に、光というのは力強い神様の守りを表すものでもありました。出エジプト１４：２３－２

５にこう書いています。「:23 エジプト人は追いかけて来て、パロの馬も戦車も騎兵も、みな彼らのあとから海

の中に入って行った。:24 朝の見張りのころ、【主】は火と雲の柱のうちからエジプトの陣営を見おろし、エジプ

トの陣営をかき乱された。:25 その戦車の車輪をはずして、進むのを困難にされた。それでエジプト人は言った。

「イスラエル人の前から逃げよう。【主】が彼らのために、エジプトと戦っておられるのだから。」」と。当時、エ

ジプトの軍隊は地上で圧倒的な力を持っていました。最強の彼らがイスラエルの民に、もう間近に迫っ

ていたその時、文字どおり民にはなす術が何もありませんでした。一見絶望的な状況に置かれたのです。

しかしイスラエルの民とともにいた全能の神様には、それも何の問題にもなりませんでした。朝の見張

りのころ、神様はエジプト人を見下ろして、エジプト人のうちに混乱を引き起こし、恐れを抱かせてご自

分の民を守られました。民のうちに何か知恵や力があったのではありません。あわれみ深い神様のうち

には、どんな時にも身をゆだねられるそんな力がありました。この方のうちに、彼らにとって十分な助け

がありました。光は、神様は自分たちのことを守ってくださるという約束を彼らに思い出させるもので

した。 

３）光は最善をご存じの神様の導きを表すもの 

三つ目に、光は最善をご存じの神様の導きを表すものでもありました。少し先の民数記９：１５－２２

にこう書いていました。「:15 幕屋を建てた日、雲があかしの天幕である幕屋をおおった。それは、夕方には幕

屋の上にあって火のようなものになり、朝まであった。:16 いつもこのようであって、昼は雲がそれをおおい、夜

は火のように見えた。:17 雲が天幕を離れて上ると、すぐそのあとで、イスラエル人はいつも旅立った。そして、

雲がとどまるその場所で、イスラエル人は宿営していた。:18 【主】の命令によって、イスラエル人は旅立ち、【主】

の命令によって宿営した。雲が幕屋の上にとどまっている間、彼らは宿営していた。:19 長い間、雲が幕屋の上に

とどまるときには、イスラエル人は【主】の戒めを守って、旅立たなかった。:20 また雲がわずかの間しか幕屋の

上にとどまらないことがあっても、彼らは【主】の命令によって宿営し、【主】の命令によって旅立った。:21 雲が

夕方から朝までとどまるようなときがあっても、朝になって雲が上れば、彼らはただちに旅立った。昼でも、夜で

も、雲が上れば、彼らはいつも旅立った。:22 二日でも、一月でも、あるいは一年でも、雲が幕屋の上にとどまっ

て去らなければ、イスラエル人は宿営して旅立たなかった。ただ雲が上ったときだけ旅立った。」と。ちょっと想

像してみてください。彼らが旅をしていた場所は、いっさいの明かりもない荒野でした。彼ら自身は行き

先を知らず、その道中にはいろいろな障害や敵も存在していました。そのような暗やみの中にあって、彼

らはどのようにして恐れずに、不安にならずに前に足を踏み出し続けることができたのでしょう。答え

はとてもシンプルでした。彼らは神様の導きに拠り頼み続けていたのです。彼らは神様の光が道を示せ

ば、それに従って動きました。逆に神様の光がとどまっていれば、彼らもその場にとどまりました。いつ

動くのかを決めていたのは、彼らではありません。どこに動くのかを決めていたのも彼らではありませ

ん。彼らは二日であろうが、一月であろうが、１年であろうが、とどまれと言われればとどまりました。

動けと言われれば、次の日であろうとも示されたところに動きました。文字どおり光である神様が彼ら

の導き手となり、彼らの専属のガイドとなって、ずっと約束のところまで連れて行っているのです。 

神様のなされたとおり、きちんとそのとおりにする、なんて窮屈な生き方だと思いますか。いいえ、そ

の逆です。正しい道を知らないやみの中にいる者にとっては、正しい道を知っている方にすべてをゆだ

ねて、その方に信頼して生きていくことが一番安心で、一番安全な歩みでした。光というのは、そのこと

を彼らに思い出させたのです。光を見る彼らは思いました。神様は私たちのことを導いてくださると。光

はその約束を彼らのうちに思い出させるものだったのです。 

４）光は後にやって来る主のしもべ/約束の救世主を表すもの 



そして最後にもう一つだけ、光というのは神様の臨在、神様の守り、神様の導きという過去のことを示

すだけではありません。最後にもう一つ、光というのは後にやって来る主のしもべ、約束の救世主を表す

ものでもありました。クリスマスの時に見たみことばですけれども、イザヤの中にこんなことばが記さ

れています。９：２「やみの中を歩んでいた民は、大きな光を見た。死の陰の地に住んでいた者たちの上に光が

照った。」と。暗やみの中に大きな光が照りました、それはいったいどんなお方なのか、続きに出てきま

す。６節のところ「ひとりのみどりごが、私たちのために生まれる。ひとりの男の子が、私たちに与えられる。

主権はその肩にあり、その名は「不思議な助言者、力ある神、永遠の父、平和の君」と呼ばれる。」と。またここ

だけではありません。イザヤ４２：６－７にこんな預言がなされていました。神様の送るそのしもべに対

してこんなことばが言われているのです。「:6 「わたし、【主】は、義をもってあなたを召し、あなたの手を握

り、あなたを見守り、あなたを民の契約とし、国々の光とする。:7 こうして、見えない目を開き、囚人を牢獄か

ら、やみの中に住む者を獄屋から連れ出す。」と。イザヤだけではありません。預言者たちというのは繰り返

し繰り返し主の約束を伝え続けていました。いつの日か罪にあふれているこの世にあって、この世の暗

やみを照らす大きな光がやって来ますと。ユダヤ人だけではありません、異邦人にも主の救いをもたら

す国々の光となる救世主がやって来ますと。光というのは、そのような将来の約束を彼らのうちに思い

起こさせるものでもあったのです。 

２．「わたしは世の光です」の真意 １２ａ節 

さて、とてつもなく長くなりましたが、ここまでが今回の場面背景でした。この背景を思い浮かべなが

ら、イエス様が語られたことばの真意を考えてみてください。イエス様が何を明らかにしようとしたの

か、その姿をよく考えてください。当時エルサレムの神殿には、文字どおり大きな光が灯っていました。

祭りの最中にあって、それを目にし続けた者たちの心のうちには、神様への喜びがあふれていて、そして

みな口々に賛美を捧げていました。彼らは思い出していたのです。自分たちといつもともにいて、自分た

ちを守り導いてくれる神様に感謝をささげ、そしてやがて来られる約束の救い主に対する期待感を膨ら

ませていました。その光景の中で、イエス様は大きな声で叫んだのです。「わたしは、世の光です」と。イ

エス様の訴えは明白でした。人々が実際の水にのみ関心を示さなかった時と同じです。イエス様は実際

の光にしか関心を払っていなかった者たちに向かって言われたのです。「あなた方が賛美しているその栄

光に満ちた神様、どんな時もそばにいて離れることのなかったその光である神様、それはわたしのこと

です」と。「あなた方が感謝している力強い神様、どんな強大な敵にもまさる堅い守りを与えることので

きる光である神様、それはわたしのことです」と。「あなた方が信頼している最善をご存じの神様、暗や

みを照らし、そして進むべき道をいつも教えてくれる光である神様、それはわたしのことです」と。「あ

なた方が希望を置いているやがてやって来る救世主、やみの中にいる者を助け出してくださり、悪に打

ち勝つ約束の光であるその救世主、救い主。それはほかのだれでもないわたしのことです」と。神の御子

であるイエス様は、人々が置かれている状況をよくわかっていました。祭りの最中、表面上は喜びや楽し

みであふれていたとしても、その心は光を必要としている罪に汚れたものであることをわかっていまし

た。だからこそあわれみ深い救い主は、神殿に集まっている多くの人たちの前に立ち、ご自身の姿を明ら

かにしたのです。「わたしは、世の光です」と。何世代にもわたって祝われ続けてきた、何世代にもわたっ

て覚え続けられてきた偉大なみわざを成し遂げた救いの神、それこそわたしですと。わたしだけがあな

た方に必要な助けや守りを与えることができます、わたしだけがあなた方に必要な救いを与えることが

できます、だから私のもとに来なさいと。これが光であるまことの神様、救い主のなされた大胆な宣言で

した。 

３．「わたしは世の光です」が与える約束 １２ｂ節 

でも、この方はただ宣言しただけではありません。この方は光であるからこそ、まことの神様であるか

らこそ、それに伴った驚きの約束を人々に与えることができました。どんな約束を与えていたのか、もう



一度１２節を見ると、「わたしは、世の光です。わたしに従う者は、決してやみの中を歩むことがなく、いのちの

光を持つのです。」、こんなすばらしい約束が記されていました。大きく二つ書かれていました。 

１）光であるイエス様に従う者は、決してやみの中を歩むことがない 

一つは光であるイエス様に従う者は、決してやみの中を歩むことがないということでした。これ、すば

らしい約束だと思いません？気づいていると思いますけれども、聖書はずっとイエス様に結びついてい

るのです。そしてよく考えてください。真っ暗な荒野を４０年間さまよっていた時、イスラエルの民が途

中でのたれ死ぬことがなかったのは、彼ら自身に養う力があったからではありません。敵から守られて

いたのは、彼ら自身に屈強な武器があったからではありません。約束の地にたどり着くことができたの

は、彼ら自身に正しい道を探り出す知恵があったからでもありません。真っ暗やみの中でイスラエルの

民は無力でした。そんな彼らがやみの中で倒れなかったのは、ひとえに光である神様がともにいたから

でした。やみの中で何もできないその中にあって、無力な彼らのそばに光があり続けたから、安心や満足

を見いだし、助けや力を見いだし続けることができたのです。 

そしてこれは今の私たちも同じです。今、私たちは真っ暗な、罪にあふれた世界に住んでいます。そん

なに真剣に探そうとしなくても、目を覆いたくなるような悲しい事件は日々ニュースで流れていて、理

解できないような理不尽や悪事が多くのところではびこっています。サタンの支配下にあるこの世は、

まさにそのサタンを特徴づけるような嘘や偽り、争いや悪であふれているのです。パウロもそのような

世に対して「暗やみの圧制」（コロサイ１：１３）、またイエス様も「暗やみの力」（ルカ２２：５３）とい

ったことばを用いて表現しました。暗やみが支配しているそんな世界なのです。 

ではそんな暗やみに囲まれている中、生きている私たちはどうすれば忠実に歩み続けることができる

のでしょう。いろいろな問題が起こってきて、容易に恐れや不安、諦めや失望などを抱いても仕方のない

ような状況の中にあって、どうすれば私たちは倒れることなく歩み続けることができるのでしょう。弱

い私たちには希望があります。光とともにいることです。光であるイエス様に従って、光であるイエス様

とともに歩み続けていくことです。思い出してください。救い主として来られたイエス様は、インマヌエ

ルと呼ばれました。インマヌエルとは、「神は私たちとともにおられる」という意味でした。この方はと

もにいる者として来られました。この方は天に上るその前、地上に残されている弟子たちに向かって、次

のような喜びの約束をも与えました。マタイ２８：２０にこう書いています。「……見よ。わたしは、世の

終わりまで、いつも、あなたがたとともにいます。」と。この箇所の原文をそのまま訳すとすれば、こんなふ

うにも言えました。「見よ。わたしが、わたし自身が世の終わりまでいつもあなたがたとともにいます」

と。私たちとともにおられる方は、無力な存在ではありません。私たちと同じような、知恵に足りない存

在でもありません。私たちとともにおられるのはすべての権威を持った主権者でした。すべてのことを

思いのままになすことのできるイエス様ご自身が、どんな時もご自分の弟子から離れず、いつもともに

いると。私たちとともにいると約束してくださっていたのです。暗やみの中にあって、私たち自身は無力

です。でもかつてのイスラエルの民がそうであったように、私たちもその光とともにあって、その光のも

とにあって、平安や安心を見いだし続けることができます。たとえひどい困難や試練に直面したとして

も、私たちは思い出し続けることができます。孤独ではないと。すでに世に勝利された主、その主ととも

に暗やみの世にあっても勝利者として私たちも歩んでいくことができます。別の箇所でもイエス様は言

われていました。ヨハネ１６：３３にこう書いています。「わたしがこれらのことをあなたがたに話したのは、

あなたがたがわたしにあって平安を持つためです。あなたがたは、世にあっては患難があります。しかし、勇敢で

ありなさい。わたしはすでに世に勝ったのです。」」と。ともにおられる方は、世に勝利されたお方でした。そ

のことを忘れないことです。 

またこれに加えて、暗やみに満ちる世にあって生きていくためには、私たちは何よりも光である主の

みことばとともに歩み続けていくことも大切です。私たちはいつも光である主のみことばと歩み続けて



いかなくてはいけません。これも、いっさい明かりのない荒野にあって、行き先も知らないイスラエルの

民たちは、ただ主の導きにすべてをゆだねて歩んでいました。いつ動くべきなのか、どこに動くべきなの

か、どのようにして道を歩んでいくべきなのか、そのすべてをご存じの神様に身をゆだねていることこ

そ彼らにとって最善のことでした。そしてこれは彼らの生き方だけではありません。私たちにとっても

最善の生き方だということです。今の私たちにも同じことが言えます。別のみことばもこう言っていま

した。詩篇１１９：１０５に「あなたのみことばは、私の足のともしび、私の道の光です。」と書いていまし

た。私たちのよく知っているみことばです。当たり前に聞こえるかもしれませんが、どんな場所にあった

としても、光がなくて真っ暗な中を歩こうとすれば、何かにぶつかったりします。家の中でもそうでしょ

う、外でもそうでしょう。普段ならつまずくことがないような些細なものでさえ、見えなければ、それに

つまずいてしまいます。そしてそのことを私たちはよくわかっているからこそ、たとえば夜起きて、暗や

みの中を歩こうとする時、真っ先に携帯などを取り出してライトをつけて、足元だけでも照らそうとす

るのです。足元さえ見えていれば、遠くが見えていなくても私たちは安全に歩むことができます。 

実際の生活では、私たちはこれを普通にするのです。でも霊的な生活では果たしてどうでしょう。自分

のこととして考えてみてください。みことばははっきり言っていました。主のみことばが私たちの足の

ともしび、道の光ですと。つまり聖書は、私たちは暗やみの中を歩んでいます。そして私たちの足を照ら

す存在はみことばですと言っているのです。でも私たちは本当にそれを信じているでしょうか。神様に

逆らっている暗やみの世に生きている私たち、その中にあってどれほど私たちはみことばに拠り頼んで

いるでしょう。神様のために生きていくその道を唯一照らしてくれる足のともしびであるみことばに、

どれほどしがみついているでしょう。残念ながら私たちもそうです。ある人は自分の感情や気持ちを歩

んでいくための足のともしびにしようとします。ある人は自分の考えや自分の経験、またずっと守られ

てきたような伝統を自分の足のともしびにしようとしたりします。ある人はこの世の教えであったり、

この世の専門家の知恵、情報というものを自分の足のともしびにしようとしたりします。そしてその結

果、いろいろなものにつまずくのです。なぜだと思います？それは光でないものを光だと思い込んで歩

んでいるからです。電池が入っていない懐中電灯を、意気揚々に振りかざしながら、真っ暗やみの中を歩

んでいるからです。みことばは言っていました。「みことばは、私の足のともしび」ですと。でも私たちは

それには目を留めず、知らず知らずのうちにそれ以外のものを頼って、真っ暗やみの中を電気のつかな

い懐中電灯を持ちながら歩むからこそ神様の道から途中で外れているようなことがあるのです。忘れて

はいけません。主に従順に従っていきたいということを望んでいる私たちにとって、みことばを学ぶと

いうのは一つの選択肢ではありません。やみの中を歩んでいると知っているのであれば、私たちがその

ことを覚えているのであれば、みことばを学ぶことはなくてはならないものでした。私たちの足を照ら

してくれるのは、このみことばだと言うのです。私たちにとって不可欠なものでした。でもそうやって、

光であるイエス様と、そして光であるみことば、私たちがそれとともに歩み続けていくのであれば、約束

はなされていました。私たちはやみの中を歩むことがなく、罪や悪に勝利する者として喜びの中を歩ん

でいくことができますと。 

２）光であるイエス様に従う者は、いのちの光を持つ 

また、もう一つ約束が記されていました。もう一つの約束は１２節の最後に書いていました。光である

イエス様に従う者は、いのちの光を持つということでした。これもすばらしい約束です。考えてみてくだ

さい。今私たちが見たように、まわりの世も確かに多くの悪で満ちあふれています。でもそれ以上に、私

たち自身こそが生まれながらに堕落した最悪の罪人でした。罪の暗やみの中を歩んでいた、罪に汚れた

私たちは、神様をかたくなに拒んでいた、滅んで然るべき存在でした。でもそんな暗やみで何も見えなか

った私たちが、光であるイエス様に出会い、暗い心に光が照らされました。聖霊が働いてくださったから

こそ私たちが愚かだと思っていた福音の真理が見えるようになりました。ただ神様の恵みによって、た



だイエス様を信じるその信仰を通して、罪の暗やみからいのちの光を持つ者へと私たちは変えられたの

です。エペソの中にもこんなことばが書いています。５：８に「あなたがたは、以前は暗やみでしたが、今

は、主にあって、光となりました。光の子どもらしく歩みなさい。」と言われていました。イエス様もマタイ５：

１４－１６で、「:14 あなたがたは、世界の光です。山の上にある町は隠れる事ができません。:15 また、あかり

をつけて、それを枡の下に置く者はありません。燭台の上に置きます。そうすれば、家にいる人々全部を照らしま

す。:16 このように、あなたがたの光を人々の前で輝かせ、人々があなたがたの良い行いを見て、天におられるあ

なたがたの父をあがめるようにしなさい。」と言われました。感謝だと思いません？かつては暗やみの中にい

て、暗やみしか知らなかったような私たちが、今は自分自身が光を持つ者と変えられ、光をあかしする者

として主に遣わされて生きていくことができるということです。光のすばらしさを知った者として、そ

の光を宣べ伝えていくということは神様から与えられた大切な務めでした。そして何よりも暗やみの中

にいた私たちが光を伝えることができる――、それは大きな特権でもあったのです。 

◎その約束を味わうための明白な条件 

世の光であるイエス様が与えてくださった二つの約束。それはどっちを取っても私たちにとって最高

の喜びを、希望をもたらしてくれるものでした。ただしその約束を味わえる者には明白な条件もありま

した。イエス様は１２節で「わたしは、世の光です。わたしに従う者は」と言われていました。イエス様は

すべての人に同じ約束を与えますとは言いませんでした。イエス様は「わたしに従う者は」こうなります

とはっきり言ったのです。この「従う者」というのは、世の光であるイエス様のことを心から認めて、こ

の方に自分のすべてを完全ゆだねて従い続けていく者でした。間違ってもイエス様のことを単に感謝し

ているだけの人ではありません。イエス様に何かしらの敬意を示す人でも、その後一時的についていく

だけの人でもありません。イエス様ご自身がご自分に従う者の条件というものを別の箇所で述べていま

した。ルカ９：２３に「イエスは、みなの者に言われた。「だれでもわたしについて来たいと思うなら、自分を捨

て、日々自分の十字架を負い、そしてわたしについて来なさい。」と書いています。中途半端な信仰というのは

ありませんでした。イエス様のもとにへりくだってやって来る者は、イエス様の定めている条件に従う

必要がありました。自分勝手な従い方、自分に都合の良い信仰というのは救いをもたらす本当の信仰で

はないのです。世の光として来られたのがイエス様でした。その方の前に罪人ができることは、この方を

素直に信頼して、この方に従い続けていくことでした。かつてやみだけを愛して生きてきた私たちが、光

を愛して、光をあかしする者として、光とともにいつまでも歩んでいくことができると言うのです。そし

てその歩みのうちには、「光」と「いのち」という主からの最高の約束が最高の特権というものが与えら

れるのです。この方が約束してくださった、この方が与えてくださった喜びは私たちには値しません。で

もすばらしいものでした。それが１２節の内容でした。 

最後に少しだけ見てください。１３節の初め、イエス様が今私たちが見たことばを語った直後に、パリ

サイ人はそれを耳にしてこんな応答をしました。「そこでパリサイ人はイエスに言った。「あなたは自分のこ

とを自分で証言しています。だから、あなたの証言は真実ではありません。」」と。残念ながらパリサイ人はこ

のイエス様のことばを素直に受け入れようとしませんでした。いったいなぜでしょう？それはイエス様

の証言が真実かどうかが問題だったのではありません。以前にも見ましたけれども、ヨハネ５章を見れ

ば、イエス様はご自分の証言というものが、ご自分が神の御子、救い主であるというその証拠を、あえて

自分以外のものを引用して、バブテスマのヨハネや聖書を引き合いに出して答えていました。イエス様

は自分だけで証言を立てていたのではないのです。そのことをずっと繰り返し言っていました。でも彼

らはそのことを聞かなかったのです。彼らの拒絶というのは証拠の有無ではありませんでした。では何

が問題だったかというと、彼らの問題は光を受け入れたくないという暗く、やみに染まった不信仰の心

でした。そしてこれは今の時代も同じです。ある人は時に、「私は納得できるいろいろな証拠を目にしさ

えすれば、イエス・キリストを信じます」と言ったりします。言えるのは、あなたはそれでは信じないと



いうことです。信仰というのはたくさんの知識を蓄えたから、たくさんの確証を手にしたから進むもの

ではありません。本当の信仰というのは、自分自身が罪人であるということをイエス・キリストの前に立

つ時に思い知らされて、そして自分が罪人で、罪の赦しが必要であるということを心からへりくだって

求める、そのことだけです。そしてそのことを与えることができるのがまさにこの世の光として来られ

たイエス・キリストだけでした。だからこそまだこの主を知らないという方がいるのであれば、この方を

救い主として信じ受け入れていないという方がいるのであれば、へりくだってきょう私たちが見たイエ

ス様の姿に、自分自身が心を留めてください。そしてこの方をどうかきょう自分の救い主、主として信じ

受け入れてください。そのことを心から願っています。もうすでにこの方を自分の主として知っている

皆さん、光として知っている皆さん、私たちは喜んでいることができます。この光は私たちといつもとも

にいてくれます。この光は私たちのことをいつも守っていてくれます。この光は私たちのことをいつも

導いてくれます。そこにまさる助けはありません。だからこそこの方を心に留めて、この方を愛する者と

して今週もともに歩んでいきましょう。 


